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◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　

広
報
委
員
会　

選

し
ゅ
う
か
い
ど
う

秋
海
棠
浅
く
根
付
い
て
広
く
咲
く 

 

　

 

森
本 

幸
美

千
の
風
吹
き
て
紅
白
さ
る
す
べ
り　
　
　

有
澤　

春
江

秋
台
風
夢
も
理
想
も
泥
の
中 

　

小
野
寺
朱
実

露
草
の
花
惜
し
み
つ
つ
引
き
抜
き
ぬ　
　

小
原　

子
川

ド
ア
引
け
ば
草
群
に
す
だ
く
虫
の
声　
　

小
原　

景
守

梵
鐘
の
遠
音
の
谺
秋
の
暮　
　
　
　
　
　

原　
　

美
幸

眞
夏
日
に
握
手
求
め
る
選
挙
戦　
　
　
　

臼
井　

幸
子

身
の
錆
の
疼
く
夜
な
り
そ
ぞ
ろ
寒
む 

　

森
本　

純
喜

木
犀
の
匂
い
に
酔
い
て
薪
を
引
く　
　
　

山
﨑　

寿
美

金
木
犀
子
の
誕
生
日
祝
ふ
ご
と　
　
　
　

山
崎　

貴
子

廃
校
の
庭
に
遊
び
て
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　

北
村
千
鶴
子

寅
彦
の
旧
居
ひ
つ
そ
り
椿
の
実　
　
　
　

千
頭　

野
草

目
鮮
や
か
目
白
の
仲
間
騒
ぐ
木
木　
　
　

高
野　

和
一

月
の
寺
廃
れ
る
百
年
太
刀
踊　
　
　
　

 

福
留
と
も
の
り

　

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
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し

鳴
く
鹿
の
こ
ゑ
噎
ぶ
ご
と
屋
根
に
泌
む　

佐
竹　

洋
子

ざ
く
ろ

柘
榴
の
実
一
粒
づ
つ
を
白
紙
に　
　
　
　

鍵
山　

和
枝

先
祖
宮
茶
の
花
咲
い
て
朝
参
り　

　

佐
藤
　

幸

                

く
ら

己
が
影
昏
し
寒
露
の
水
覗
く　
　
　

 　

  

古
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信
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あ
お

膨
ら
み
て
菊
の
蒼
の
色
覗
く　
　
　
　
　

小
松　

愛
子

厨
事
出
来
る
幸
せ
敬
老
日 

　
　
　
　

利
根　

弘
子

路
地
多
し
木
犀
多
し
坂
の
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中
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美
晴

月
下
美
人
一
夜
美
人
と
名
付
け
を
り　
　

森
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倢
代

一
輌
車
透
か
し
て
走
る
良
夜
か
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山
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鈴
子

屋
敷
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点
し
点
し
て
烏
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露
け
し
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な
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公
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な
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こ
も

秋
ま
つ
り
故
事
に
倣
ひ
て
薦
を
編
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岡
本
か
ほ
る

                         

こ
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茶
の
花
の
零
れ
る
村
の
平
和
か
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高
橋 

　

章

す
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ふ
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縋
ら
れ
つ
縋
り
つ
太
藺
枯
れ
始
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篠
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亜
希

そ
の
服
は
主
の
御
下
が
り
案
山
子
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北
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幸
子

護
摩
跡
の
空
の
筒
抜
け
散
り
紅
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甲
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卓
雄

も
ず鵙
鳴
く
や
坂
の
上
な
る
陶
の
神　
　
　

野
崎　

典
子

山
里
の
案
山
子
の
背
の
あ
た
た
か
し　

北
村　

里
子

親
と
子
の
心
が
通
ひ
稲
を
掛
く　
　
　

明
石　

英
子

ひ
ょ
ん
の
笛
鳴
ら
し
昏
れ
道
戻
り
く
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竹
内　

ろ
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秋
湿
る
追
剥
峠
急
ぎ
過
ぐ　
　
　
　
　

乾　

真
紀
子

横
倉
の
峰
風
そ
よ
ぐ
秋
ざ
く
ら　
　
　

岩
神　

正
一

池
の
月
大
鯉
跳
ね
て
壊
し
け
り　
　
　

奥
宮
さ
と
み

風
呂
敷
の
自
由
自
在
や
文
化
の
日　
　

黒
岩
千
英
子

満
月
や
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
子
等
の
顔　

黒
岩　

幸
女

の
り
と

祝
詞
の
字
父
の
遺
品
や
秋
の
風　
　
　

小
松　
　

完

案
山
子
翁
捨
て
田
の
時
を
知
っ
て
を
り　

小
松
志
津
男

柚
子
絞
る
四
十
本
の
瓶
洗
ひ 

小
松　

隆
之

お
お
い
ろ

大
色
と
云
ふ
色
付
き
の
柚
子
畑　
　

  　

小
松    　

昇

長
き
夜
の
話
尽
き
ざ
る
母
と
子
と　
　

杉
山　

春
萌

ざ
く
ろ

石
榴
割
れ
口
で
は
言
へ
ぬ
想
ひ
あ
り　

野
村　

里
史

秋
な
す
び
嫁
も
古
び
て
仕
舞
ひ
け
り　

前
田　

欣
一

喜
寿
の
坂
一
気
に
上
る
月
今
宵　
　
　

前
田　

秀
女

眠
ら
れ
ぬ
夜
は
鹿
笛
の
澄
み
わ
た
る　

間
崎　

和
代

　

お
く
ね

奥
嶺
来
て
冬
へ
助
走
の
風
は
や
る　
　

森
本　

之
子

山
上
に
立
ち
て
秋
天
な
ほ
高
し　
　

 

山
崎
か
ず
み

水
飲
場
残
る
馬
城
跡
野
菊
咲
く　
　
　

山
中　

晶
子

マ
ー
チ
な
ど
一
曲
も
無
く
運
動
会　
　
　

山
中　

瑞
輝

気
が
か
り
の
用
終
へ
帰
路
の
爽
や
か
に　

山
中　

明
石

　

 

◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
か
や

吟
行
に
来
て
真
っ
先
に
榧
拾
ふ　
　
　

明
石　

韮
生

寝
こ
ろ
べ
ば
野
菊
の
空
の
ひ
ろ
か
り
し　

大
石　

邦
男

夜
の
秋
タ
ヌ
キ
油
の
話
聞
く　
　
　
　

森
田　

菊
恵

か
り
が
ね

雁
や
十
三
キ
ロ
の
塩
の
道　
　
　
　
　

前
田　

小
夜

百
合
白
し
骨
拾
う
箸
カ
サ
と
鳴
る　
　

中
沢
と
し
み

神
の
留
守
女
ば
か
り
の
宴
か
な　
　
　

藤
野　

秋
穂

願
い
ご
と
叶
い
も
せ
ず
の
大
西
日　
　

馬
場　

英
男

黙
々
と
ま
ぜ
寿
し
つ
く
る
窓
に
月　
　

安
丸　

槙
子

野
地
菊
の
村
に
移
動
の
図
書
が
来
る　

前
田
美
智
子

霧
を
来
し
列
車
デ
ッ
キ
の
濡
れ
て
を
り　

西
川　

常
夫

秋
暑
し
砥
石
に
吸
わ
す
鎌
の
水　
　
　

樫
谷　

雅
道

竹
林
を
溢
れ
て
来
る
曼
珠
沙
華　
　
　

田
村　

一
翠

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
（
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
で
投
稿
の

場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
５
句
（
首
）
以
内
）

▼
か
い
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
企
画
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

－

５
９
５
８

FAX

廃
校
の
庭
に
遊
び
て
赤
と
ん
ぼ

　

廃
校
の
庭
を
飛
ぶ
た
く
さ
ん
の
赤
と
ん
ぼ
が
、
昔

に
ぎ
や
か
に
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
に
見
え
、
感
慨
深

く
な
っ
て
い
る
。

今
月
の
キ
ラ
リ

芸能大会芸能大会
　１０１０月１８１８日に奥物部ふれあいプラザで、日に奥物部ふれあいプラザで、１０１０月２５２５日に保健福日に保健福

祉センター香北の２会場で芸能大会が開催されました。　　祉センター香北の２会場で芸能大会が開催されました。　　

　市内のグループによる舞踊や詩吟、琴の演奏など、日ごろの　市内のグループによる舞踊や詩吟、琴の演奏など、日ごろの

練習の成果が次々と舞台の上で繰り広げられ、観客から盛んな練習の成果が次々と舞台の上で繰り広げられ、観客から盛んな

拍手が送られました。写真は柿の実コーラスによる合唱。拍手が送られました。写真は柿の実コーラスによる合唱。

芸能大会
　１０月１８日に奥物部ふれあいプラザで、１０月２５日に保健福

祉センター香北の２会場で芸能大会が開催されました。　　

　市内のグループによる舞踊や詩吟、琴の演奏など、日ごろの

練習の成果が次々と舞台の上で繰り広げられ、観客から盛んな

拍手が送られました。写真は柿の実コーラスによる合唱。

物部地区文化展
香北地区文化展

　１１月１４日・１５日、物部

地区文化展（物部地区公民館

主催）が奥物部ふれあいプラ

ザで、１１月２１日・２２日、香

北地区文化展（香北地区公民

館主催）が市基幹集落センタ

ーで開催されました。地域の

方々の絵画や書道、写真など

多くの力作が展示され、また

物産展なども行われ、多くの

方々が来場されました。

わがまちの教育～教育委員会～

短歌会・俳句会（１０月４日）の結果は１１月号９ページに、

写真審査会（１０月１４日）の結果は今月号の裏表紙に掲載。

社交ダンス発表会
　１１月８日、奥物部ふれあい

プラザで開催された社交ダン

ス発表会には、市内外の社交

ダンスグループから多くの参

加があり、演技発表後には、

プロのデモンストレーション

が行われ、観客はダンスの世

界に魅了されました。

　また、ダンスタイムでは、

曲に合わせて来場者もダンス

を楽しみました。

小学生による即売会　
　文化展初日には、会場前で香長

小・舟入小の４年生が、自分たち

で育てたもち米を販売し、来場者

が次々と買い求めて数分で完売し

ました。

物部社交ダンスサークル物部社交ダンスサークル

文化展文化展
　１０１０月３１３１日・日・１１１１月１日、市立美術館で文月１日、市立美術館で文

化展が開催されました。絵画や書道、陶芸、化展が開催されました。絵画や書道、陶芸、

生け花など、多くの力作が展示されたほか、生け花など、多くの力作が展示されたほか、

小中高校生の作品も展示され、それぞれの力小中高校生の作品も展示され、それぞれの力

作に、訪れた市民は感心していました。作に、訪れた市民は感心していました。

文化展
　１０月３１日・１１月１日、市立美術館で文

化展が開催されました。絵画や書道、陶芸、

生け花など、多くの力作が展示されたほか、

小中高校生の作品も展示され、それぞれの力

作に、訪れた市民は感心していました。
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